
Game Report

4 － 18
10 － 20
10 － 6
17 － 12

－

北九州市立二島中学校 相模女子大学中学部
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 - - - - - - - 4 * (C) 14 2 1 6 1

5 - - - - - - - 5 * 8 0 4 0 1

6 0 0 0 0 5 6 0 0 0 0 0

7 0 0 0 0 0 7 4 0 2 0 0

8 - - - - - - - 8 * 14 0 2 10 4

9 * 2 0 1 0 2 9 0 0 0 0 0

10 - - - - - - - 10 * 0 0 0 0 1

11 0 0 0 0 0 11 - - - - - - -

12 - - - - - - - 12 8 2 1 0 1

13 * 14 3 0 5 5 13 0 0 0 0 0

14 * (C) 10 2 2 0 4 14 0 0 0 0 0

15 * 0 0 0 0 5 15 0 0 0 0 0

16 - - - - - - - 16 - - - - - - -

17 * 7 0 3 1 4 17 - - - - - - -

18 8 2 1 0 5 18 * 8 1 2 1 1

41 7 7 6 30 0 0 56 5 12 17 9 0 0

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル
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嶋村　結来

吉信　花恋

決勝トーナメント１回戦、福岡県二島対神奈川県相模女子。二島がハーフコート、相模がオールコートのマン
ツーマンでスタートした。立ち上がりから相模のオールコートディフェンスに思うように攻めることができず、開
始２分で０－７となり、タイムアウトを取り流れを変えようとするも、ファウルが重なりフリースローなどで失点し、
４－１８で１Ｑを終える。２Ｑ、開始早々、二島が先制するも相模のオールコートディフェンスを崩すことができ
ず、残り２分３０秒で相模＃１２の３Ｐが決まり２０点差がついた。結局１４－３８で２Ｑ終了。

３Ｑに入ってすぐに、二島＃１３が３Ｐを決め流れをつかもうとするが、ディフェンスでのファウルが目立ち開始
１分すぎでチームファウルが４つになり、激しいディフェンスがなかなかできなくなるが、その後オールコートディ
フェンスに変えたことで相模のオフェンスをようやく止めることができ、３Ｑが終わって２４－４４。４Ｑにも二島＃
１３のフリースローや３Ｐで先制し、徐々に攻撃への糸口をつかみかけるも、１、２Ｑの点差があまりにも大きく、
なかなかその差を縮められない。残り３分に二島＃１８が５ファール、残り２分には＃１３が５ファールで退場と
なり、思うように攻めきることができず、４１－５６で相模が試合を制した。
　相模のパスワークが冴えた試合だったが、最後まで諦めずに戦った二島も称えたい。
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小倉　桃花

田島　稔

堀川　ジャスミン古川　莉緒
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梅崎　梨乃 山田　菜々美

山川　香菜

選　手　氏　名

会場： ソルトアリーナ防府13:30

富永　萌華

北九州市立二島中学校 相模女子大学中学部

青木　らするな月

平野　凜琴

小野　凪美

山口　穂香

選　手　氏　名

第1副審
第2副審

●

平成３０年度全国中学校体育大会
第４８回全国中学校バスケットボール大会

コーチコーチ 山﨑　修

宮代　幸乃

美口　まつり

オクラン　咲樹アマ

片岡　夏希

池野　夏帆

堀本　さくら

小池　あゆみ

前田　理咲子

首藤　李音

黒木　美緒

中嶋　そら

池松　美春

合計

池田　花菜

合計

戦　　評

記載者 杉尾　勇吉 （所属） 山口県中体連バスケットボール専門部

大野　哲広

岩﨑　光洋
二宮　光司

田中　日陽里

No. ２４ＨＣ４

樋口　佳歩

主審

日時：

41 56

2018年8月24日(金)

決勝トーナメント女子

(神奈川県)○(福岡県)
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